
事例８ 卒業後の進路実現を目指すためにＩＣＴを活用して学習を深める事例 

〇学年    知的障害特別支援学級（３年） 

〇指導内容及び指導の形態  教科別の指導「数学」 

〇事例のポイント 

①ＩＣＴ端末を活用することで、繰り返し学習し知識を定着させることができる環境づくりを

する。 

②自身の取り組みを仲間に紹介することで、より学習の理解を深める。また、仲間の取組を知

ることで、自主学習への参考にさせる。 

③卒業後の進路実現を目指すために、自身の得意な領域と不得意な領域を理解し学習に臨む態

度を育成する。 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 
・自身の得意な領域や不得意な領域の繰り返し学習する場面 

・自身の取り組みを仲間に紹介する場面 

 

ＩＣＴ活用の利点 

①ＩＣＴ端末内の学習支援ソフト（ドリルパーク）を活用することで、繰り返し学習をすること

ができる。 

②ＩＣＴ端末を活用することで、手軽に自身の取り組みを共有することができる。 

③ＩＣＴ端末の特性を活かし、自主学習に役立てることができる。 

 

１ 題材名 「数学の苦手を克服しよう」   

  

２ 題材設定の理由 

⑴ 生徒の実態 

本学級は、知的障害特別支援学級である。明るく朗らかな性格の生徒が多く、生徒間トラ

ブルが年々減少し、現在はほとんどない。学習面では、毎日ノート１ページ分自身で課題を

設定する家庭学習に入学時より継続して取り組んだ結果、コツコツ学習に取り組む態度が身

についてきた。しかし、進路実現に向けて自身のやるべき課題と正面から向き合ったり、客

観的に状況を把握したりする力は、まだ改善の余地がある。 

上記のことから、事前のアンケート結果を基に、自身の得意な領域と不得意な領域を視覚

的に分かりやすくすることで、得意な領域にはより自信をもって取り組み、不得意な領域に

は目を背けず向き合うことができるようにするために課題を設定した。 

 

⑵ 題材について 

本題材では、実際に過去に出題された県立特別支援学校高等部職業学科及び高等部分校の

過去問題を用いて、その傾向と対策についてＩＣＴ端末を用いて自己分析する。また、結果

に基づき自身の得意な領域のさらなる成長と不得意な領域を克服できるようにするために課

題を設定した。また、ＩＣＴ端末を活用することで、自身の解いた問題を AIに分析させ、類

似問題に取り組んだり、自身が取り組んだ問題を仲間に紹介したりすることで、後の自主学

習への取り組みに幅が出て、工夫して学習に取り組むきっかけになるように課題を設定した。 

 

⑶ 指導・支援について 

    指導にあたっては、自己分析した県立特別支援学校高等部職業学科及び高等部分校の過去

問題の結果を基に自身の得意な領域と不得意な領域の問題に、ＩＣＴ端末に内蔵されている

学習支援ソフトを活用して取り組ませる。 

    算数・数学に係る得意な領域に取り組むだけではなく、不得意な領域に取り組み、バラン

スよく学習することの良さや大切さに気付かせる。 

    また、ＩＣＴ端末の学習ソフトを使い、学習を進めることで、自身が取り組んだ問題を AI



分析させ、類似問題に取り組めるようにする。 

    最後に、本時の自身の取り組みを仲間と共有することで、他者の取り組みを参考にし、自

身では気がつかなかった見方や考え方に気が付き、後の自主学習への取り組みへの幅をもた

せることができるようになることを願い課題を設定した。 

 

３ 生徒の実態 

 生徒の実態 

 

 

Ａ（３年） 

・四則計算においては、加法、乗法については計算ができるが、減法、除法につい

ては計算を誤ることがある。 

・時間の計算では【分】と【時間】の計算につまずきがみられる。 

・繰り返し学習すると短期的な記憶にはつながるが、時間が空いてしまったり、初

見の問題に弱い傾向がある。 

・粘り強く最後まで問題に取り組むことができる。 

 

 

Ｂ（３年） 

・四則計算は計算ができる。 

・グラフの読み取り問題に躓きがみられ、１目盛りの数量を見誤ることが度々あ

る。 

・問題文の読み取りが苦手で、出てくる数字をそのまま式にあてはめ、四則計算の

活用を誤ることがある。 

・丁寧に読みやすい文字を書くことができる。 

 

Ｃ（３年） 

・四則計算は計算ができるが、計算に時間がかかることがある。 

・図形の読み取りが苦手である。 

・文章題では式を立てられないことがある。 

・人前に立っても、堂々と発表することができる。 

 

４ 目標 

・自身の不得意な領域を理解し、問題に取り組み正答を求めることができる。【知識及び技能】 

・自己分析を基に、自己の課題について理解し、問題に取り組むことができる。【思考力・判

断力・表現力等】 

・自身の学習を振り返り、今後の学習等に活用しようとしている。【学びに向かう力・人間性

等】 

 

５ 指導計画 （全１４時間扱い） 

 指導内容 授業目標 授業時数 

 

 

 

 

 

 

２学期前半 

・県立特別支援学校高等部職業

学科及び高等部分校の入試過

去問題５年分に取り組む。 

・わからない問題があってもあきら

めずに制限時間の最後まで問題に

取り組み正答を求めることができ

る。【知識及び技能】 

 

５ 

・取り組んだ県立特別支援学校

高等部職業学科及び高等部分

校の入試過去問題５年分の正

答をアンケート形式で入力し、

データ化し、視覚的にわかりや

すくすることで、自己分析を図

る。 

・自己分析したデータを基に得

意な領域はさらに伸ばし、不得

意な領域の克服を図る。また、

自身の学習への取り組みを紹

介する。 

・自身の得意な領域と不得意な領域

を理解し、得意な領域の問題には

より正確に、不得意な領域の問題

には粘り強く理解できるようにあ

きらめずに問題に取り組むことが

できる。【思考力・判断力・表現力

等】 

・自己分析を基に、ＩＣＴ端末の学

習支援ソフトを活用し、学習に取

り組むことができる。【思考力・判

断力・表現力等】 

 

 

 

 

 

２（本時） 

特支編成要領 P25～ 指導計画作成上の留意事項⑺⑽⑿⒂ 



 

 

 

２学期後半 

・２学期前半に取り組んだ、県立

特別支援学校高等部職業学科

及び高等部分校の入試問題５

年分に再び取り組む。 

・自身の得意な領域や不得意な領域

の問題を理解したうえで、全体の

バランスをみて問題に取り組む順

番や時間配分を考え問題に取り組

むことができる。【思考力・判断力・

表現力等】 

 

 

５ 

・改めてデータ分析することで、

自身が最も不得意な領域をあ

ぶりだすとともに自身の成長

も実感させ、自信を持たせる。 

・冬季休業中に最優先で取り組まな

ければならない課題を明確にしよ

うとする。【主体的に学習に取り組

む態度】 

 

２ 

 

６ 本時の学習 （本時 ７／１４時） 

⑴ 本時の目標 

① 共通目標 

・自身の不得意な領域を理解し、問題に取り組み正答を求めることができる。【知識及び技能】 

・自身で学んだ学習を振り返り、今後の自主学習等に活用しようとしている。【学びに向かう

力・人間性等】 

 

② 個人目標 

  

 目標 

生徒Ａ ・「時刻と時間の求め方について【分】と【時間】を変換しながら計算すること」

ができる。【知識及び技能】 

・自身の課題を踏まえ「時刻と時間の求め方」の考え方や問題への取り組み方を伝

えることができる。【思考力・判断力・表現力等】 

・自身で学んだ学習を振り返り、今後の学習に活かそうとしている。【学びに向か

う力・人間性等】 

生徒Ｂ ・「棒グラフと表について【１目盛りが表す数】について着目しよみとること」が

できる。【知識及び技能】 

・自身の課題を踏まえ「棒グラフと表」の考え方や問題への取り組み方を伝えるこ

とができる。【思考力・判断力・表現力等】 

・自身で学んだ学習を振り返り、今後の学習に活かそうとしている。【学びに向か

う力・人間性等】 

生徒Ｃ ・「平行四辺形の特徴」を理解し選ぶことができる。【知識及び技能】 

・自身の課題を踏まえ「いろいろな四角形」の考え方や問題への取り組み方を伝え

ることができる。【思考力・判断力・表現力等】 

・自身で学んだ学習を振り返り、今後の学習に活かそうとしている。【学びに向か

う力・人間性等】 

 

⑵ 展開 

 

時間 学習活動 指導上の留意点（※指導の手立て＊評価の観点） 〇生徒の活動 

◎予想される生徒の反応 □指導者の主な指示、発問 

備考 

Ａ Ｂ Ｃ 

５分 １挨拶。 

２本時の

活動内

容を知

る。 

〇Ａの号令で先言後礼を意識して挨拶をする。 

□本時の流れを説明する。 

〇話を聞く姿勢を保ち、活動内容を思い浮かべる。 

 

 

 



 

 

 

 

 

２５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ＩＣＴ

端末を

使い、

問題を

解く。 

 

 

 

 

 

〇「時刻と時間のも

とめ方」の問題に

ついて取り組む。 

◎問題には取り組む

が正しい答えを導

き出せないことが

ある。 

※間違えが多いよう

であれば、【分】と

【時間】の問題に

立ち戻らせる。 

＊自身の課題を踏ま

え「時刻と時間の

もとめ方」の考え

方や問題に取り組

み正答を求めてい

る。【知・技】 

 

 

 

 

 

〇「ぼうグラフと表」

の問題について取

り組む。 

◎問題には取り組む

が正しい答えを導

き出せないことが

ある。 

※間違えが多いよう

であれば、【ぼうグ

ラフの１メモリの

大きさ】について

考えさせる。 

＊自身の課題を踏ま

え「ぼうグラフと

表」の考え方や問

題に取り組み正答

を求めている。

【知・技】 

 

 

 

 

 

〇「いろいろな四角

形」の問題に取り

組む。 

◎どの問題に取り組

んでいいのかわか

らず、手が止まっ

てしまうことがあ

る。 

※手が止まってしま

う場合は、取り組

むべき問題を指定

する。 

＊自身の課題を踏ま

え「いろいろな四

角形」の考え方や

問題に取り組み正

答を求めている。

【知・技】 

 

１５分 ４自身の

取り組

みを紹

介 す

る。 

 

 

〇「時刻と時間のも

とめ方」について

考え方や問題の解

き方について発表

する。 

◎話型を指定すれ

ば、自分で発表原

稿を作成し、発表

することができ

る。発表時に早口

になってしまい聞

き取りにくいこと

がある。 

※話型を指定し適切

な言葉を選べてい

るか確認する。発

表が早口にならな

いように音読練習

をさせる。 

＊自身で学んだ学習

を振り返り、今後

どのように学習し

ていくか考えよう

としている。【態】 

 

 

〇「ぼうグラフと表」

について考え方や

問題の解き方につ

いて発表する。 

◎話型を指定すれ

ば、自分で発表原

稿を作成し、発表

することができ

る。発表時に恥ず

かしがり声が小さ

くなることがあ

る。 

※話型を指定し適切

な言葉を選べてい

るか確認する。自

信をもって発表で

きるように、事前

に発表練習をさせ

る。 

＊自身で学んだ学習

を振り返り、今後

どのように学習し

ていくか考えよう

としている。【態】 

 

 

 

 

 

〇「いろいろな四角

形」について考え

方や問題の解き方

について発表す

る。 

◎どの言葉を選んで

よいかわからず、

手が止まってしま

うことがある。発

表原稿ができれば

堂々と発表するこ

とができる。 

※手が止まっている

場合は、必要な用

語を提示する。 

＊自身で学んだ学習

を振り返り、今後

どのように学習し

ていくか考えよう

としている。【態】 

 

課題：①ＩＣＴ端末を使って自分の苦手な問題に取り組もう。 

課題：②取り組んだ問題をみんなに紹介しよう 

事例のポイント① 

自身の得意な領域や苦手な領域を繰り返し学習する。 

事例のポイント② 

自身の取り組みを

仲間に紹介する。 

ＩＣＴ活用の利点① 

繰り返し学習するこ

とができる。 

ＩＣＴ活用の利点② 

自身の取り組みを共

有することができ

る。 

事例のポイント③ 

自身の苦手な領域を

理解し学習に臨む態

度を育てる。 



５分 ５本時の

ま と

め。 

６挨拶。 

□各個人の学習を振り返り、今後の自主学習の参考にするように促

す。 

 

〇Ａの号令で先言後礼を意識して挨拶をする。 

 

 

７ 本時の評価 

① 共通評価 

  

    ・自身の不得意な領域を理解し、問題に取り組み正答を求めることができたか。【知識・技

能】 

・自身で学んだ学習を振り返り、今後の自主学習等に活用しようとしていたか。【主体的に

学習に取り組む態度】 

 

②  個人評価 

  

 目標 

生徒Ａ ・「時刻と時間のもとめ方について【分】と【時間】を変換しながら計算すること」

がきたか。【知識・技能】 

・自身の課題を踏まえ「時刻と時間のもとめ方」の考え方や問題への取り組み方を

伝えることができたか。【思考・判断・表現】 

・自身で学んだ学習を振り返り、今後の学習に活かそうとしていたか。【主体的に

学習に取り組む態度】 

生徒Ｂ ・「ぼうグラフと表について【１メモリが表す数】について着目しよみとること」

ができたか。【知識・技能】 

・自身の課題を踏まえ「ぼうグラフと表」の考え方や問題への取り組み方を伝える

ことができたか。【思考・判断・表現】 

・自身で学んだ学習を振り返り、今後の学習に活かそうとしていたか。【主体的に

学習に取り組む態度】 

生徒Ｃ ・「平行四辺形の特徴」を理解し選ぶことができたか。【知識・技能】 

・自身の課題を踏まえ「いろいろな四角形」の考え方や問題への取り組み方を伝え

ることができたか。【思考・判断・表現】 

・自身で学んだ学習を振り返り、今後の学習に活かそうとしていたか。【主体的に

学習に取り組む態度】 

 

８ 備考 

 教室環境図 
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黒板 

 

教卓 

ＩＣＴ活用の利点③ 

自主学習に役立てることができる。 


